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	1.　 地区意見交換会概要
	(1)　 ワークショップの趣旨、白井市の環境の現況について（市）10分 
	(2)　 白井市の未来の地域課題（未来カルテ）（倉阪先生）20分 
	(3)　 気候変動の影響と近年の脱炭素の動き（栗島先生）10分　 
	(4)　 改良版白井市カーボンニュートラルシミュレータ20分 
	　　休憩（5～10分） 
	(5)　 ワークショップ40分 
	(6)　 発表+締め10分
	(7)　 終了後アンケートを書いた人から退場　約5分
	2.　 ワークショップ意見まとめ

